
□

急
展
開
し
た
教
員
免
許
法
の
改
正

教
員
養
成
は
、
戦
後
教
育
改
革
に
お
い
て
、
広

く
大
学
教
育
全
体
を
通
じ
て
教
員
を
養
成
す
る
開

放
制
の
原
則
が
確
立
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、一
九
八
八
年
の
教
育
職
員
免
許
法（
以

下
、
教
員
免
許
法
）
改
正
に
端
を
発
す
る
制
度
改

革
が
行
わ
れ
、
一
九
九
四
年
三
月
に
新
課
程
第
一

期
生
が
免
許
を
手
に
し
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
も
と
で
の
教
職
課
程
教
育
が
軌
道
に
乗
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
法
改
正
に
は
時
期
尚
早
と
も
思
わ

れ
る
今
日
、
重
ね
て
教
員
免
許
法
改
正
が
企
図
さ

れ
、
最
小
の
審
議
を
も
っ
て
今
国
会
で
改
正
法
律

が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て

一
般
大
学
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た

い
。□

改
正
教
員
免
許
法
の
内
容

昨
年
七
月
の
教
員
養
成
審
議
会
第
一
次
答
申
を

受
け
て
、
文
部
省
は
、
教
員
免
許
法
の
改
正
作
業

を
進
め
て
き
た
が
、
三
月
三
日
同
法
改
正
案
は
国

会
提
出
の
閣
議
了
解
が
な
さ
れ
、
参
議
院
か
ら
審

議
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
文
部
省
が
ナ
イ
フ

事
件
に
対
応
す
る
姿
勢
を
、
主
と
し
て
こ
の
免
許

法
改
正
で
示
そ
う
と
意
図
し
て
い
る
た
め
、
ほ
と

ん
ど
実
質
的
な
審
議
な
し
で
成
立
す
る
の
で
は
な

い
か
、
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
た
。

改
正
教
員
免
許
法
の
主
な
内
容
は
、
１
、
「
大

学
で
の
教
員
養
成
の
改
善
」
と
し
て
、
「
教
職
に

関
す
る
科
目
」
の
単
位
数
の
大
幅
増
加
、
新
設
す

る
「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
で
の
選
択

履
修
方
式
の
導
入
、
２
、
養
護
教
諭
の
保
健
授
業

の
担
当
、
３
、
社
会
人
な
ど
特
別
非
常
勤
講
師
の

分
野
拡
大
、
特
別
免
許
制
度
の
改
正
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
２
、
は
答
申
に
は
な
か
っ
た
が
、
い
じ

め
・
登
校
拒
否
、
性
教
育
、
薬
物
乱
用
等
の
問
題

へ
対
応
す
る
た
め
、
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
改
正
の
移
行
措
置
と
し
て
、
養
成
部

分
に
係
る
免
許
法
の
実
施
時
期
を
、
当
初
予
定
の

一
律
二
〇
〇
〇
年
か
ら
実
施
可
能
大
学
等
で
の
一

九
九
九
年
へ
の
一
年
前
倒
し
と
す
る
方
針
も
決
め

ら
れ
た
。
従
っ
て
、
教
職
課
程
関
係
者
の
関
心
の

的
と
な
っ
て
い
る
再
課
程
認
定
作
業
は
、
前
倒
し

の
受
け
入
れ
如
何
に
よ
り
、
九
八
年
か
九
九
年
に

分
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
異
例
の
事
態
で
あ
る
。

□

大
学
の
教
職
課
程
へ
の
影
響

―
大
幅
に
増
え
る
履
修
単
位
数

教
養
審
第
一
次
答
申
の
原
案
が
明
ら
か
と
な
っ

た
昨
年
四
月
頃
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
と
そ
の

履
修
単
位
数
の
大
幅
な
変
更
が
実
施
さ
れ
る
な
ら

ば
、
履
修
負
担
増
か
ら
学
生
の
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
円
滑
な
履
修
を
損
い
、
一
般
大
学
・
学
部
の

教
育
職
員
免
許
法

大
学
を
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド

田
子

健
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教
員
養
成
は
崩
壊
に
向
か
う
と
い
う
指
摘
が
、
各

方
面
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法
は
、
こ
の
点

で
答
申
と
同
じ
内
容
で
あ
る
か
ら
、
い
よ
い
よ
指

摘
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

中
学
一
種
免
許
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、
中
学
校

教
育
実
習
の
四
週
間
へ
の
延
長（
現
行
二
週
間
）、

「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
は
現
行
十
九
単
位
か
ら

三
十
一
単
位
（
＋
十
二
）、
「
教
科
又
は
教
職
に

関
す
る
科
目
」
八
単
位
新
設
（
＋
八
）
に
よ
っ
て
、

履
修
単
位
は
二
十
単
位
の
増
加
と
な
る
。こ
れ
は
、

教
職
課
程
履
修
学
生
に
対
し
て
、
現
行
「
教
職
に

関
す
る
科
目
」
十
九
単
位
と
合
算
し
、
大
学
一
年

間
の
履
修
単
位
に
相
当
す
る
三
十
九
単
位
の
取
得

を
、
卒
業
所
要
単
位
百
二
十
四
単
位
に
加
え
て
求

め
る
こ
と
で
あ
る
。

文
部
省
は
、
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
が
二
十

単
位
に
半
減
す
る
こ
と
か
ら
、
合
計
五
十
九
単
位

と
い
う
履
修
単
位
は
変
化
が
な
く
、
教
職
課
程
を

履
修
す
る
学
生
の
負
担
に
変
化
は
な
い
と
し
て
い

る
が
、
も
と
も
と
学
部
の
卒
業
単
位
が
基
本
で
あ

る
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
が
半
減
し
て
も
、
一

般
大
学
・
学
部
の
学
生
の
負
担
の
緩
和
に
は
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
は
、誰
の
眼
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
の
内
容
も
問
題
を
は
ら

ん
で
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
指
摘
に
と
ど

め
た
い
。

□

望
ま
し
い
教
員
養
成
の
あ
り
方
を
求
め
て

九
八
年
一
月
、
私
立
大
学
の
教
職
課
程
設
置
大

学
の
約
九
割
が
加
盟
す
る
全
国
私
立
大
学
教
職
課

程
研
究
連
絡
協
議
会
は
、
「
緊
急
提
案

教
養
審

第
一
次
答
申
の
法
制
化
を
見
合
わ
せ
、
抜
本
的
再

検
討
を
求
め
る
―
二
一
世
紀
の
教
員
養
成
の
望
ま

し
い
在
り
方
の
た
め
に
―
」を
発
表
し
、
こ
の
間
、

答
申
の
法
制
化
の
中
止
と
教
員
養
成
方
策
の
開
か

れ
た
討
議
を
行
う
こ
と
な
ど
を
提
案
し
た
。現
在
、

文
部
省
は
じ
め
政
党
関
係
者
な
ど
に
趣
旨
の
理
解

を
求
め
る
行
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
時

に
、
こ
の
提
案
で
は
、「『
介
護
等
体
験
特
例
法
』

の
実
施
を
当
面
延
期
し
、
廃
止
を
含
め
た
見
直
し

を
要
望
す
る
」
も
付
し
て
い
る
。

こ
れ
を
も
と
に
、
四
月
十
四
日
参
議
院
文
教
・

科
学
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
質
疑
に
お
い
て
、

同
協
議
会
事
務
局
長
奥
田
泰
弘
氏
か
ら
教
員
免
許

法
改
正
に
反
対
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
開
放
制

教
員
養
成
に
関
す
る
各
党
委
員
の
理
解
も
あ
る
程

度
は
深
ま
っ
た
こ
と
は
議
事
録
か
ら
も
明
ら
か
で

は
あ
る
が
、
翌
々
日
の
十
六
日
に
は
、
開
放
制
を

堅
持
す
る
付
帯
決
議
を
つ
け
て
採
決
さ
れ
、
続
い

て
四
月
十
七
日
同
本
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
衆
議
院
文
教
委
員
会
で
の
審
議
に
移

っ
た
。
私
は
、
「
緊
急
提
案
」
を
起
草
し
た
こ
と

も
あ
り
、
五
月
二
十
七
日
の
参
考
人
質
疑
を
傍
聴

し
た
。
中
野
光
氏
ら
三
氏
の
参
考
人
意
見
は
そ
れ

ぞ
れ
興
味
深
か
っ
た
が
、
中
野
氏
の
開
放
制
堅
持

か
ら
の
教
育
論
に
は
委
員
か
ら
共
感
の
笑
い
も
こ

ぼ
れ
、
委
員
の
質
疑
も
大
方
は
教
員
免
許
法
改
正

へ
の
疑
問
点
の
開
陳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
月

三
日
衆
議
院
本
会
議
で
同
様
の
付
帯
決
議
を
つ
け

て
採
択
さ
れ
、
改
正
教
員
免
許
法
は
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
今
後
は
、
付
帯
決
議
を
も
と
に
し
た
弾

力
化
措
置
に
関
心
が
移
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

れ
程
ま
で
欠
席
の
多
い
な
か
、
委
員
会
質
疑
が
行

わ
れ
て
い
た
と
は
。
別
稿
に
記
し
た
い
。

た
ご
・
た
け
し

名
城
大
学
・
教
職
課
程
部
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